
NO.
ページ

（最新版資料）
変更内容

1 副題 副題を，「お互いを思いやり　支え合うまちをめざして」としました。

2 タイトル
「芦屋市障がい者（児）福祉計画第７次中期計画」に変更しました。
※害の字を平仮名標記にしました

3 目次
目次を簡潔にしました。また，注意書きの部分について，「なお，芦屋市では，今回の計画から「芦
屋市障がい者(児)福祉計画　第７次中期計画」と表記します。」を追記しました。

4 ２ページ 「第１節　計画策定の趣旨」に，新型コロナウイルス感染症に関する記載を追記しました。

5 ３ページ 計画の位置づけの図を修正しました。

6 １８ページ～ 障がい福祉サービスの実績値等の表について，空白部分に斜線を追記しました。

7 ２１ページ
アンケート調査について，回答者数をN（大文字）表記していましたが，ｎ（小文字）表記に修正しま
した。
※大文字はアンケート調査対象者数（総数の1,420人）を表記する際に使用するものであるため

8 ４０ページ
アンケート調査結果から見える課題の表に，「施策番号」を追記しました。
※課題がどの施策と連動しているか分かりやすくするため

9 ４１ページ 関係団体等へのインタビュー調査の調査対象について，団体名・実施時期等を追記しました。

10 ４２ページ～
主な意見に対する「施策の方向」について，「施策番号」を追記しました。
※意見がどの施策と連動しているか分かりやすくするため

11 ４８ページ 決定した副題を追記しました。

12 ４９ページ～ 「第２節　基本目標」について，見やすいように色付けや体裁の変更をしました。

13 ５２ページ 施策の体系図に副題・重点プロジェクトを追記しました。

14 ５５ページ
「若年性認知症の人への支援」「介護保険制度への円滑な移行」の項目を追加しました。
※介護保険との連携に関する取組を追加しました

15 ６０ページ

「障がい福祉サービス提供事業所におけるＩＣＴ化支援」の取組項目名を，「障がい福祉サービス提
供事業所における業務改善等支援」に修正しました。
※実施するための予算が決定していない段階であるため，具体的な「ＩＣＴ化支援」ではなく，「業務
改善等支援」に修正
※ＩＣＴ化は業務改善を図るための１つのツールに位置づけています

芦屋市障がい者（児）福祉計画第７次中期計画
～第５回策定委員会素案資料からの変更点について～



NO.
ページ

（最新版資料）
変更内容

芦屋市障がい者（児）福祉計画第７次中期計画
～第５回策定委員会素案資料からの変更点について～

16 ６７ページ
「ひきこもり等若者相談の実施」の項目を追加しました。
※現在も若者相談センター「アサガオ」にて相談を実施していますが，今後連携を図っていく必要
もあるため追加しました。

17 ７４・７５ページ

「障がい児保育事業の実施」・「幼稚園における特別な支援を要する幼児の指導」の項目につい
て，「インクルーシブ教育・保育事業の実施」に統合しました。
※令和元年度に策定された「子育て未来応援プランあしや（子ども・子育て支援事業計画）」におい
て，これまで教育委員会・子育て推進課それぞれで記載していた項目が上記のとおり統合し表記
されているため，それに合わせています
※統合に伴い，７４ページの記載内容も修正しました

18 ７７ページ
「道徳教育の推進」の取組内容について，「共生社会に生きる上で必要な道徳的実践意欲と態
度，道徳的心情，道徳的価値判断を育みます」に修正しました。
※「共生社会に生きる上で必要な」が修正ポイントとなっています

19 ９２ページ

「芦屋市障がいを理由とする差別のない誰もが共に暮らせるまち条例に関する取組の推進」の取
組内容について，より具体的な内容を追記しました。
※誰もが合理的配慮について理解できるような啓発活動，市内民間事業者に対する合理的配慮
の提供支援，の２点です

20 ９５ページ
施策項目「３　防災・防犯対策の充実」から，「３　防災・防犯対策と災害時支援・感染症予防対策
にかかる体制の整備」に修正しました。
※自然災害の増加，新型コロナウイルスも含めた感染症予防の観点から修正しました

21 ９６ページ 上記No.20の追加修正に伴い，「感染症予防等に係る取組」を新規項目として追加しました。

22 ９６ページ

「自主防災組織の確立」，「防災・防犯知識等の普及啓発」，「緊急・災害時要援護者避難体制の
確立」，「災害時避難場所の整備」の取組項目の方向性について，「充実」から「継続」に修正しまし
た。
※特に新たな取組を展開していくのではなく，これまでの事業を継続もしくは修正しながら進めて
いくものであるため修正しました

23 １００ページ～ 資料編として要綱・委員名簿・用語集を付けました。


